2020年度活動報告 CJP授業 : 表現法4-7 by 蔭山 拓 & Hiroshi Kageyama







































                                                  
1 本校基準のレベル 4～7 の学習者を対象とする。今期の履修登録学生は 7 名（うち 1 名は学期中途で履
修中止）。 
2 表現法 5-8 は N1、表現法 4-7 は N2、表現法 3-6 は N3 の文法表現をそれぞれ学ぶ。 
3 解答の書き込みと正答確認までを宿題とした。 
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3.成果と今後の課題 
 学期末アンケートの結果（回答人数 5）では、多くの項目（授業への積極参加・質問、
教材・資料の活用、練習機会など）において一部に不満であるとの回答があった。オンラ
イン化による授業の進め方の変更やコミュニケーション上の制約などが重なり、学習者の
積極参加や練習機会の十分な確保ができていなかった可能性がある。特に文法表現の使用
場面の説明について「予習・質問・確認」型の授業にしたことで学習者の理解・満足を十
分に得られなかったのではないかと推察する。オンラインでの授業の進め方について再度
検討する必要がある。一方で、宿題の内容や、提出・フィードバックの仕方についてはオ
ンライン授業の条件下で有効に機能したと思うし、書記コミュニケーション・ツールの活
用もオンライン上のコミュニケーションの不備を補う手段として効果的だったと考える。 
 
